
国際部の初級 日本語教育
一 現状 と将来への展望一

岡 野 喜 美 子

は じ め に

本稿は,早 稲田大学国際部の初級 目本語教育 について私見を述べるもの

である。

r国際部の日本語教育」 とは,ひ とことで言えば 「アメリカ人学部学生

の,1年 問の日本留学期間中における日本語教育」である。国際部の日本

語教育についてその問題点を考えてい くと,当 然のことであるが,1)国

際部独 自の問題,2)ア メリカ人学生の問題,3)す べての日本語教育 に共

通の問題,4)総 合大学教育における語学教育が抱える問題,の 斗種類ある

こと炉分かる.本 稿では,と1〉,2)を中心 に現状分析を行い,「国際部の日本

語教育はど与あるぺきか」という観点から具体的な提案 をしていきたい。

これまでに 「国際部の日本語教育」 を紹介 し,論 じたものとしては次の

ようなものがあるo

北條淳子 「早稲田大学の初級カリキュラムとその教授法一国際部」・)

上山民栄 「アメリカに於ける日本語教育一教授法と評価の諸問題」1)

川本 喬 「学内における目本語教育の問題点」h

上記のうち,日 本語研究教育センター(当時語学教育研究所)の 北条淳子

教授が書かれたものには・国際部の概要・学生 の特色 日本語のカリキュラ

ム,教 授法,使 用教科書,教 材などがくわしく紹介されている。また,上

1)掲 載誌 名は後 出の[参考資料1参照
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山民栄国際部参与(当 時)の ものには,ア メリカ人学生気質,ア メ リカの大

学での目本語教育の特色が紹介 ・分析 され,同 時にアメリカ人学生にとっ

て望ましい日本語教育 〔すなわち,国 際部に望む日本語教育)が ワシントン

大学での長年の経験 に基づいてアメ リカ側から提案されている.川 本喬教

授のものには,国 際部 に専用教室,LL設 備,LL教 室がないことなどの

施設 ・設備面 の後れ と,レ ベル分 け,教 科書などの問題が指摘されてい

る。国際部の目本語教育は,上 記3氏 によってほぼ正確 にとらえられてい

ると思 う、筆者は,実 際 に国際部で教えてきた教師の一人として,そ こに

書かれたことの多 くに共感 を覚 えるものであり,本 稿 もそれ らに大きく負

っている。紙数が限られているため引用できないのが残念であるが,最 近

3,ヰ年の国際部の目本語教育でそれ以前 と異なる点(*印 を付 した)を中心

.に以下ざっと紹介 し,つ いで,本 題 に入 勢たいと思 う。

1.国 際部の概要

アメリカの提携校 からの学部学生 を中心 に100名 前後,1年 間だけ受

け入れる

9月 新学期,3学 期制(秋 学期12週,冬 学期6週,春 学期12週),国

際部での単位 はアメリカの大学 の単位 として認定される。講義(日本

語の授業以外)は 英語で行われる。ホームステイ制度

2.日 本語教育について

'来 日時,学 習歴 ゼ ロの学生 玉0%前 後 駁1982年 当時20～30%),遁

7・5時 問(毎 日90分 授業1コ マ),」1か ら 」6ま で6レ ペル

3』 現在使用中の日本語教科書(副 教材は除く)

」1・」2ク ラス

「外国学生用基礎 目本語」(早稲田大学 目本語研究教育センター編 全

53課)*

」3ク ラス

「外国学生用 日本語教科書初級」(同上,全4G課)

」4。」5ク ラス
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「外国学生用 日本語教科書初級」(同上)・「目本語読本中級」(同上,全

28課)

」6ク ラ'ス

「目本語読本中級」(同上)

1・ 現 在 の状 況一13の 場 合

最 近3年 間,筆 者 はJ3ク ラス を教 え て い るが,ま ず,こ こ を中心 に現

状 を報 告 し,国 際部 初 級 を め ぐる問 題 点 を考 えて み たい 。

1.進 度

この 」3の ク ラ ス で は上 に あげ た よ うに 「外 国 学 生 用 目本 語 教科 書 初

級 」 を使 用 して い る。」4で は20課 か ら,」5で は25課 か ら始 め る が,」3

で は11課 か ら始 め る こ と に な って い る。11課 か ら始 め る ∫3の 年 問 の進

度 はだ い た い次 の よ うに な る。

秋 学 期11課 パ鍛 課

冬 学 期25課 ～30課.

春 学 期31課 ～菊 課,そ の後別 教 材(今 年 度 は 「現 代 日 本 語 コ ー ス 中

級I」 の抜 粋 と読 み 物教 材 を予 定)

秋 学 期 が 終 わ っ た 段 階 で下 の レベ ル のJ1・J2と 比 べ る と,表 現 意 図

別 文 型 の種 類 と数 でJ3はJ1・12に は る か に後 れ て い る2}。上 の レベ ル

で あ る の に な ぜ こ うな る か と言 え ぱ,使 用 教 科書 が 異 な る か ら で あ る。

J1・J2で は,語 彙,文 字,読 む技 能 な ど よ り文 型 を早 く学 習 させ る こ と

を 目的 と したr基 礎 日本 語 」 を使用 して い る。 一 方,」3のr日 本 語 教 科

書 初 級 」 で は,語 彙,漢 字 が(少 な く と も,ア メ リカ人 学 生 には)非 常 に多

い た め に1課 にか か る時 問 が長 く,.進 度 が 遅 くな らざ る を え ない,と い う

こ とで あ る。 か とい って,進 度 を速 め るた め に は し ょっ て教 え る とい うや

り方 もア メ リカ人 学 生 には不 向 きで 採用 しが た い。

2)同 期問中 に 」1は 「基礎 目本語」 の28諜 終了,」2は 同書33課 終了
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1年 間 の ホ ー ム ス テ イ とい う留学 期 問 と生 活 環 境 を考 え れ ぱ,滞 在 中 の

早 い時 期 に豊 かな 会話 表 現 力 をつ け る こ とは国 際 部 の どの レベ ル の学 生 に

とっ て も必要 不可 欠 な こ とは明 白で あ る。 国 際 部 の場 合,会 話 力 の低 さは

英語 へ の依存 を助 長 し,よ り高 い学 習 と コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンヘ の意欲 と動

機 を失 わ せ が ちで ある。 授 業 時 間数 の多 少 に も関 係 あ る こ とで あ るが,秋

学期 の初 級 目本 語 教 育 で は一 日 も早 く確 か な表 現 力 が つ くよ う,進 度 と到

達 目標 を設 定 す る必 要 が あ る占 例 え ば,秋 学 期 は漢 字 学 習 の 負 担 を減 ら し

気 味 にす る,そ う して,思 い切 塾集 中的 に 口頭 表現 力 をつ け,そ れ をパ ネ

に冬学 期 か ら漢 宇 学 習,読 み書 き に本 腰 を入 れ る とい う方 法 も試 み られ て

いい ので はな い か と、思わ れ る。

2,学 力

J3は 上 に述 べ た よ うに,「 外 国学 生用 日本 語教 科 書 初 級 」 を使 用 して い

るが,こ の教 科 書 を使 う ク ラ ス と して は最 も下 の レベ ル で あ る。今 年,プ

レー ス メ ン トテ ス トに よ って 」3に 振 り分 け られ た学 生 の うち,ア メ リカ

で の学 習歴 が1年 の もの が半 分,2年 が 尋分 の1弱,残 りは1年 半,8か

月 な ど で あ る。 」3の 場 合,「 日本 語 教 科 書 初 級 」全40課 の11課 か ら始 め

るこ と に な って い るが,1年 も,あ るい は1年 以 上2年 も学 習歴 の あ る学

生が なぜ11課 か ら しか始 め られ ない の か とい う疑 問 は 当 然 起 こ る で あ ろ

う。 も ち ろん,学 生 に よ って は 日本 語 を履 修 した のが1,2年 以上 も前 で 語

学力 が落 ちて い る場 合 もあ り,ま た,同 程 度 の学 習 歴 で上 の レペ ル のJ4,

J5に 振 り分 け られ る学 生 も い る ので,個 人 的 な事 情 とか能 力 の 間題 と全

体 の問題 を安 易 に混 同 す べ きで は な い。 さ らに,多 くの 大学 の学 生 が 「目

本 の大 学 の第2外 国 語 」 程 度 の ぺ 一 ス と意 識 で 日本 語 を履 修 して くる こ と

も海 外 で の 目本 語 教 育 と し ては 当然 と言 え よ う。

で は,何 が問 題 にな る か とい う と,ま ず 「日本 語 教科 書 初 級 」 の学 習漢

宇の 数 と学 生 の 漢 宇 学 習 力 の 間 に ギ ャ ッ プが あ る こ とで ある。10課 ま で

の学 習漢 字数 は78字 で,秋 学 期 は24課 まで が 範 囲 で あ るか ら240字 ほ ど

覚 え る こ と にな る。 この数 は本 来 の361字 を国 際 部用 に減 ら した もの で あ
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る が,そ れ で もJ3の 学 生 に とって は か な りの負 担 に な る3}、

ア メ リカ の大 学 に よ って は,文 字 教 育,漢 字 教 育 が な お ざ りに され,極

端 な揚 合 ほ とん ど ・一 マ字 だ けで学 習 して くる こ と も あ る。 これ は一 部 で

は あ るが ア メ リカ に お け る 日本語 教 育 の 問題 点 で あ る。 そ れ ほ どで は な く

と も,ひ らが な の拾 い読 み が や っ と,カ タ カナ は 自分 の 名前 が書 け る程 度

の 文 字 力 の 学 生 に とっ て,た と え11課 か らで あ って もテ キス トと して け

っ してや さ しす ぎ る こ とは な いの で あ る。

次 に,全 般 に文 法 的 な基 礎 が弱 い こ とが 挙 げ られ る。 留学 生 が母 国 で 基

礎 的 なカ をつ け・そ の うえで 来 目・日本 で は それ を土 台 に して運 用 九 応 用

力 をつ け る とい うの が効 率 ・効果 の うえ か ら理 想 で あ る と思 う。 し か し,

母 国 で 日木 語 教 育 を受 け た か ら基礎 学 力 が あ る とは 言 えな い の が現 実 で あ

る。10年 前,20年 前 の学 生 に比 べ,お そ ら くは ビデ オ教 材 の普 及 な ど で,

ち ょっ と した応 答 が で き る学 生 が来 日す る よ うに な って き て い る。 し か

し,そ の学 生 た ち に文(文 章 で は な い)を 書 か せ て み る と,簡 単 な文 法 上 の

誤 りが あ.まりに多 く,初 歩 の文型 や活 用 形 の復 習,ク リニ ッ クの必 要 を痛

感 す る の が常 で あ る。 こ う して 」3で は ・毎 年 ・1-10課 の文 型 の復 習 ・助

詞 の チ ニ ック,78漢 字 の な ら しク イ ズ な ど か ら始 め,そ の後11課 に入 る

こ とに な る の で あ る。

以 上,」3の 秋 学期 開始 時 の学 力 とそ の後 の進 度 の問 題 を見 て き た。 大

い に文 型 を覚 え させ,口 頭 練 習 を させ た い時 期 一秋 学 期 一 に文 字 の学 習 に

追 われ,帰 国 前 の春 学 期 の半 ば にな って や っ と初 級 文型 が終 わ る とい うの

は ど う考 え て も矛 盾 が あ る。 学生 の 二 一 ズ か らみ て も学 習 の 意欲 か らみ て

も再 考 を要 す る点 で あ ろ う。

ロ.将 来の国際部日本語教育のために

ここまで述べてきたことを踏まえ,国 際部の初級日本語教育について、

3)一 般 に,初 級終 了時の学習漢字 は非漢字系 で30D字 か ら4DO字,最 高300字
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独断ではあるがいくつかの提案をしてみたい。

1.教 材

まず,今 最 も大切なことは,国 際部の学生たちの置かれた日本語の環鏡

一言語生活一を理解 し,そ れにたいする有効な対策をたてることである。

ここで有効な対策 とはまず教材による手当である。

国際部の学生たちは,家 庭や部活などでのくだけた会話が早い時期に耳

に入 り,き ちんとした日本語が身につきにくいこと,目 本語で講義を聞い

た り議論 した りする機会がないこと,ま た,社 会人のように改まった揚面

に身を置 く機会がほとんどないためこれらの場面に必要なきちんとした日

本語.の学習にたいする動機づけが弱いことなどの特徴をもつ。日本語との

付き合いが帰国 とともに終わる学生も少 しはいるが,将 来母国や日本で学

習を続 けようとするもの,ま た,仕 会人 とな リビジネスマンとなってか ら

も日本や 目本人,目 本の企業 と接触する機会のあるものもけっして少なく

ないことを考えると,上 記の言語生活上の弱点はぜひ積極的に補っていか

なければな.らないところである。

このことから国際部 の学生 に適 した教材の作成,あ るいは選択を考える

と,次 のような配慮が特 に必要 になると思 う。

1)話 しことぱと書 きことばをはっきり分けた教材 を使い,か な り早い

時期から違いを意識 させる。(適 切な使い分けができるように話 しことば

の練習と書 きことばの練習は意識的に分 けて指導できるようにする。)

2)話 しことばを日常生活 レペルときちんとした揚面のレベルにはっき

り分ける。日常の必要を満たす表現や語彙を積極的 に取 り入れた会話を入

れる.〔できるだけ早 く家庭でも意思の疎通がはかれるようにする。)一方,

きちんとした話 し方が必要な状況を設定,将 来社会人として 日本語 を使 う

場合にも役に立つ目本語学習の必要を理解させ,練 習する。(カ ジュァル

な会話を好み,と か くくだけた話し方に流れやすいアメリカ人大学生には

必要な対策の一つである。)

3)で きるだけ早い時期から読み物を入れ,読 解力の基礎をつけさせ
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る。(で きれ ば,い ろ い ろ な タイ プの 文 章 に触 れ させ,作 文 の書 き方 の指

導 に も役 立 て る。)

4)漢 字 を計 画 的 に 導 入 し,効 率 的 に 楽 し く学 べ る よ うにす る、(余 分

の 負担 な く学 習 で き る よ う漢 字 を選 定 し,学 習 漢 字 の数 は レベ ル 毎 に段 階

的 に設 定 す る 。).

5)文 法,語 彙 の予 習 は 自習 が十 分 にで き る よ うに くわ しい説 明 や 語 釈

を書 い た もの を与 え る。(母 語 に よ る十分 な 予 習 は 教 室 で の母 語 の 使 用 を

抑 え,「 目本 語 に よ る 日本 語 授 業 」 の徹 底 が可 能 にな る。)

6)文 型 ・文 法 ドリル の ほか に,用 法 ドリル を大 い に採 り入 れ る。

2・ 授 業 時 聞 と カ リキ ュ ラム

早 稲 田大 学 の よ うな 総 合 大 学 の蝪 食 語 学 ク ラ ス は 永 久 に50分 授 業 に

な りえ ない の で あ ろ うか 。 ま た,90分 の 語 学 クラ ス が 長 す ぎる と して 問

題 に な る の は,国 際 部 の よ うなア メ リカ人学 生 を対 象 に した揚 合 だ けな の

か。 初 級 だ け の問 題 な の か 。 つね づ ね 他 学 部,他 語 学 科 な どか らの ご意 見

を うか が い たい と思 って い るボ,こ こ で は,国 際 部 初 級 日本 語 教 育 に限 っ

て考 え て み た い。

50分 授 業 の利 点 は,単 に学 生 の緊 張 が ほ どよ く持 続 す る 限界 時 問 で あ る

か ら とい うだ け で な く,1コ マが 短 くな る こ とで,授 業 計画 が き ちん とた

て られ るこ とで あ る。 話 しこ とば の時 間,聴 解 の 時 間,作 文 の 時 問,漢 字

の 時 間 な どの よ うに,50分 とい う単 位 に よっ て 各 コマ が 技 能 別,目 的 別 に

使 わ れ るよ うに な る。 それ ぞれ の コマ の姿 が教 師 に も学 生 に も よ く見 え る

よ うにな り,学 生 に は到 達 感 が あ り,教 師 に は授 業 計 画(実 践 一 反 省 一 修

・正 一 再実 践)が 行 い や す くな る.前 年 の この結 果 を翌 年 他 の教 師 が 試 み る

こ と も可 能 にな る。 こ う して,教 師 の 間 で,あ るい は 個 々 の教 師 に よ っ て

特 定 の 技能 を高 め る た め の研 究 と工夫 が よ り活 発 に行 わ れ る よ うに な る。

90分 の場合 は ど うか 。 組 んで 教 え る 教 師 との間 で,教 育 内 容 に か ん す

る責 任 分担 が あ い ま い に な り,担 当 す る 教 師 の組 み合 わせ に よ っ て,あ る

い は個 人 の好 み に よ っ て年 ご とに コー ス の教 育 内 容 が 揺 れ て しま う欠 点 が
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あ る。 さ らに重 大 な欠 点 は,個 々 の教 師 に よる 工夫 の成 果 が次 の教 師 へ と

引 き継 が れ る こ と が な く,年 々 の積 み重 ね が え られ に くい こ とで あ る。 こ

れ はそ の コー スだ けで な くプ ロ グラ ム全 体 に とっ て も大 き な損 失 で は ない

か と,畏わ れ るp

もし,90分 授 業 の 枠 が動 かせ な い と した ら,次 の よ うな代 案 は ど うで あ

ろ うか 。

90分 を2っ に分 け,間 に10分 の休 み を入 れ る。 例 え ば,45分 と35分,

40分 と40分,あ る い は50分 と30分 に分 け る、 こ の ほ か に,週 に30分

とか1時 問 のLLの 時 間 を課 す 。10分 の休 み を取 る こ とで実 質 的 に減 っ

た 分 を加 算 した30分 ～40分 の時 問 を週 に1,2コ マ作 り,・そ の時 間 は 同 じ

学 習上 の問 題 を持 つ グル ー プ,あ るい は同 じ学 習 上 の興 味 を持 つ グル ー プ

な どに分 け演 習 に当 て る1な どで あ る。.

3・ レベ ル と ク ラ ス の数

現在,国 際部 の 口本 語 クラ ス は,そ の年 度 の 学 生 の傾 向 や 多 様性 に か か

わ りな く6レ ベ ル に 分 かれ て い るが,近 年J3,J4,J5の ク ラ スに学 生

が集 中 す る傾 向 が見 られ る。 これ は,1つ は 学 習歴 ゼ ロの学 生 が減 少 しJ1

の学生 が少 な くな っ てい る こ とに よ る。.ま た,」6に 入 う学 生 た ち の学 習

歴 と生 育 歴 の多 様 さが 」6を や や 特 殊 な 中級 ク ラ ス に し,そ の結 果,初 級

を終了 して きた 学 生 が 」5に 足 留 め され る こ とか ら も起 こる 現 象 で ある.

よ りよい ク ラス分 け が行 わ れ るた めに,あ と1な い し2レ ベ ル増 や す こ と

を提言 した い。

終 わ り に

国際部は現在,創 設26年 目にあたる。 筆者が国際部で教え始めてから

もすでに20年 になる。 初めて担当したクラスは今でい う 」1で 全員 日本

語学習歴ゼ ・であったが,当 時を振 り返ると学生たちの関心の中心は日本

文化 ・目本文学にあったように思 う・ 最近10年 ほど経済 ・ビジネス専攻

の学生が増えており,学 生の関心の対象も社会科学や実学の分野に変わっ
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て きて い る。 こ う した 動 向 とか れ らの 二 一 ズ を 国際 部 の 目本 語 教 育 が ど う

受 け止 め てい くの か も今 後 の 課題 で あ ろ う。 しか し,い ず れ に して も,国

際 部 の学 生 は国 籍,母 語,年 齢 な どで 同質 の集 団 で あ り,か な りは っ き り

そ の姿 を と らえ る こ とが で き る、 こ の た め,学 生 の 多様 化 に悩 む多 くの 日

本 語 教 育機 関 に比 べれ ば は る か に対 策 が た て や す い の で は な い だ ろ うか 。

最 後 に,紙 数 の都 合 もあ り本 稿 で は触 れ な か っ た課 題 が い ぐつ か あ る こ

と をお断 わ りして お く。 例 えぱ,教 授 法,プ レー ス メ ン ト,週 当 た り授 業

時 間数 の問題 な どで あ るが,こ れ らは別 の機 会 に改 め て取 り上 げて い き た

い と思 う。
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